
多古中学校体育祭（十字綱引き・3 年生）

　

令
和
3
年
第
4
回
定
例
会
を
12
月
7
日
か
ら
13
日
ま
で
、
7
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、
町
提

出
の
専
決
処
分
1
件
、
条
例
改
正
3
件
、
補
正
予
算
3
件
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
一
般
質
問
に
は
2
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。 

 
 

（
審
議
の
結
果
は
4
頁
に
掲
載
）

　
7
議
員
が
討
論

　

本
会
議
初
日
は
、
専
決
処
分
（
一
般
会
計
補

正
予
算
）
1
件
を
承
認
し
、
条
例
改
正
、
一
般

会
計
ほ
か
特
別
会
計
、
企
業
会
計
補
正
予
算
の

6
議
案
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
土
井
秀
敏
議
員
ほ
か
5
名
よ

り
、
多
古
町
長
辞
職
勧
告
決
議
案
の
動
議
が
提

出
さ
れ
、
質
疑
、
7
議
員
の
討
論
を
経
て
、
採

決
し
、
賛
成
6
、
反
対
7
の
賛
成
少
数
で
否
決

さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
終
了
後
、
空
港
対
策
特

別
委
員
会
協
議
会
を
開
催
し
、
航
空
機
騒
音
測

定
結
果
、
芝
山
鉄
道
利
用
者
駐
車
場
利
用
状
況

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

�

（
7
議
員
の
討
論
は
3
頁
掲
載
）

�（
空
港
対
策
特
別
委
員
会
協
議
会
は
9
頁
掲
載
）

　

9
日
は
、
2
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ

れ
、
建
設
残
土
埋
め
立
て
の
問
題
点
や
町
づ
く

り
、
公
共
交
通
に
関
す
る
こ
と
、
町
長
逮
捕
の

件
な
ど
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

6
議
案
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

�

（
一
般
質
問
は
5
～
7
頁
に
掲
載
）

　

最
終
日
は
、
本
会
議
開
会
前
に
令
和
3
年
6

月
9
日
に
発
生
し
た
盛
土
崩
落
事
故
現
場
（
南

玉
造
地
区
）
を
議
員
全
員
で
視
察
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
は
、
6
議
案
の
討
論
、
採
決
を
行
い

ま
し
た
。

�

（
崩
落
現
場
視
察
の
様
子
は
12
頁
に
掲
載
）

おともだちになってね（多古こども園4歳児・発表会）

12月定例会

（町長辞職勧告決議案）に対し討論 反対

賛成

菅澤久 議員

菅澤博隆 議員

行橋千春 議員

鵜澤茂 議員

菅澤環 議員

佐藤幸三 議員

飯田良一 議員

　

町
長
が
、
町
民
か
ら
不
信
を
持
た
れ
る
よ

う
な
行
為
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
回
の
件
に
つ

い
て
は
、
勾
留
期
限
（
20
日
間
）
が
間
近
で

あ
り
、
あ
と
数
日
で
町
長
が
保
釈
さ
れ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
保
釈
さ
れ
た
場
合
に

は
、
町
長
が
ど
の
よ
う
な
弁
明
を
し
、
今
後

の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、

町
長
自
ら
釈
明
す
る
機
会
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
私
は
、
そ
の
状
況
に
よ
り
判
断
す
べ
き

と
考
え
、
今
回
の
議
会
で
議
決
す
る
こ
と
は

時
期
尚
早
と
考
え
、
反
対
し
ま
す
。

　

多
古
町
政
治
倫
理
条
例
に
も
明
記
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
町
長
は
立
場
と
職
責
の
重
さ
を
深

く
認
識
し
、
法
令
、
条
例
を
遵
守
し
、
高
い
倫

理
観
と
見
識
を
持
っ
て
町
政
の
発
展
と
住
民
福

祉
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

公
職
選
挙
法
違
反
容
疑
で
の
逮
捕
は
町
民
の
信

頼
を
大
き
く
損
な
う
事
態
で
あ
り
ま
し
た
。
町

長
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
、
教
育
、
子

育
て
、福
祉
の
分
野
で
そ
の
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、

高
く
評
価
さ
れ
る
業
績
が
あ
っ
た
中
、
町
長
と

し
て
の
地
位
利
用
容
疑
は
そ
れ
ら
の
評
価
を
大

き
く
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
町
長
に
は
、

こ
の
責
任
を
自
ら
重
く
受
け
止
め
て
い
た
だ

き
、速
や
か
に
辞
職
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

町
長
が
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
は
、

町
長
へ
の
責
任
を
問
う
声
、
ま
た
、
な
ぜ
こ

う
な
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
の
声
、
そ
し
て
、

町
長
の
今
ま
で
の
い
ろ
い
ろ
な
施
策
に
つ
い

て
の
評
価
の
声
な
ど
、
様
々
な
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
だ
、
報
道
の
範
囲
だ
け
で
何
も

わ
か
ら
な
い
状
態
で
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
か

ら
辞
職
勧
告
を
突
き
つ
け
る
の
で
は
な
く
、

多
古
町
長
自
ら
の
進
退
を
聞
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
の
辞
職
勧
告
決
議

案
に
は
反
対
で
す
。

　

所
町
長
は
就
任
以
来
、
災
害
対
応
、
子
育
て
政
策
等
、

的
確
に
対
応
さ
れ
、
高
く
評
価
し
ま
す
。
し
か
し
、
公

職
選
挙
法
違
反
容
疑
で
逮
捕
、
送
検
と
前
代
未
聞
の
事

件
は
、
町
民
の
信
頼
を
裏
切
り
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
を
失
墜

さ
せ
る
も
の
で
す
。
町
幹
部
職
員
は
事
情
聴
取
を
受
け
、

20
日
以
上
副
町
長
が
職
務
代
理
を
務
め
る
等
、
町
を
混

乱
さ
せ
、
業
務
遂
行
に
著
し
く
支
障
を
き
た
し
た
責
任

は
重
大
で
す
。
真
相
は
司
法
当
局
が
解
明
す
る
こ
と
で

す
が
、
議
会
に
は
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
大
き
な

使
命
が
あ
り
ま
す
。
議
会
は
、
議
会
と
し
て
の
意
思
表

示
を
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、
決
議
案
に
賛
成
し
ま
す
。

　

辞
職
勧
告
に
反
対
の
立
場
か
ら
討
論
い
た

し
ま
す
。
逮
捕
と
い
う
現
実
は
あ
り
ま
す
が
、

住
民
の
皆
様
に
は
、
現
在
、
テ
レ
ビ
や
新
聞

で
の
報
道
で
し
か
情
報
と
し
て
届
い
て
い
ま

せ
ん
。
20
日
近
く
事
情
聴
取
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
は
っ
き
り
と
し
た
結
論
の
出
な
い
中
、

辞
職
勧
告
の
賛
否
を
判
断
す
る
こ
と
は
時

期
が
早
い
と
考
え
ま
す
。
多
く
の
住
民
の
声

を
反
映
さ
せ
る
べ
き
議
員
と
し
て
は
、
本
人

の
気
持
ち
と
今
後
の
考
え
に
つ
い
て
、
し
っ

か
り
と
聞
い
た
上
で
判
断
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

議
員
は
、
住
民
の
代
表
者
と
し
て
、
住
民

の
立
場
に
立
っ
た
意
思
表
示
を
す
べ
き
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
職
選
挙
法
違
反
に
よ

る
所
町
長
逮
捕
及
び
庁
舎
内
に
家
宅
捜
索
が

入
る
な
ど
、
前
代
未
聞
の
出
来
事
で
し
た
。

よ
っ
て
、
町
政
に
対
す
る
町
民
の
信
頼
を
大

き
く
損
ね
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
多
古

町
政
治
倫
理
条
例
に
も
定
め
ら
れ
て
い
る
通

り
、
自
ら
の
行
為
は
自
治
体
の
長
と
し
て
責

任
を
取
り
、
信
頼
の
修
復
に
努
め
る
べ
き
も

の
と
し
て
、
辞
職
勧
告
決
議
案
に
対
し
、
賛

成
し
ま
す
。
議
員
諸
氏
の
背
中
に
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
居
る
こ
と
考
え
て
、
判
断
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

政
治
倫
理
条
例
上
、
疑
い
が
す
べ
て
事
実
と

な
り
、
法
を
犯
し
た
と
な
れ
ば
倫
理
上
よ
ろ
し

く
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
ま
だ
結
論
が
出
て

い
な
い
中
で
、
町
民
を
代
表
す
る
我
々
議
会
が

辞
職
勧
告
を
可
決
し
て
し
ま
っ
て
は
、
法
に
触

れ
て
い
な
い
結
果
と
な
っ
た
場
合
、
多
古
町
の

品
位
と
名
誉
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
事
態
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
た
、
辞
職
を
求
め
る
の
で

は
な
く
、
町
長
か
ら
声
を
頂
き
た
い
。
こ
れ
こ

そ
町
民
の
声
で
も
あ
り
ま
す
。
慎
重
に
ご
判
断

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

多古町長辞職勧告決議案       

上記の決議案を提出する。       

 令和３年１２月７日       

       提 出 者  多古町議会議員  土 井 秀 敏 

       賛 成 者       同  石 渡 悦 子 

             同  髙 坂 恭 子 

             同  鵜 澤 茂 

             同  菅 澤 博 隆 

同  佐 藤 幸 三 

 

多古町議会議長  勝 又 一 徳  様   

   

 多古町長辞職勧告決議      

 町政運営を預かる町長が職務代理を立てなければならない現在の状況は、

行政に対する信頼を大きく損ねるもので、その政治的責任は重く、免れるも

のではありません。町政の停滞を脱し、町民への信頼回復と健全な町政運営

を図るため、ここに所町長が厳しく自分を戒め、政治家として自ら襟を正し

政治倫理を確立するという言葉通り、速やかに辞職を求めるものである。 

以上決議する。   

動議とは？
　主に議会の進行や手続き
に関して議員から議会に対
して行われる提起で議会の
議決が必要なもの。（多古町
議会が議題とするには、2
名以上の発議によらなけれ
ばなりません）

動議

町
長
辞
職
勧
告
決
議
案
を
動
議

賛
成
少
数
（
賛
６
・
否
７
）
で
否
決
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